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べきだった、というふうに言ってみればどうだろうか。ギリガンもケアの倫理 ethic of 
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の例については、マクミランのEncyclopedia of Bioethics, 1995, vol.1のcare の項目:p.339. を参照のこと。 
また、鷲田清一の次のような記述もみよ。「《臨床哲学》は、…三つの「非－哲学」(non-philosophy, 
a-philosophy)的ないしは「反－哲学」(anti-philosophy)的な視点に立つ」 鷲田清一 1999:『「聴く」ことの






6 中岡成文 2004:『岩波応用倫理学講義１ 生命』, 岩波書店, p.54. 
7 清水哲郎 1997:『医療現場に臨む哲学』, 勁草書房, p.4. 







12 田中伸司 2002:「「臨床人間学の方法論的構築」の可能性－臨床哲学と臨床倫理学の批評を介して－」, 
平成１２・１３年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ）（２））研究成果報告書『いのちとこころに関わ
る現代の諸問題の現場に挑む臨床人間学の方法論的構築』, p.21. 
13 鷲田:p.18. の記述を参照のこと。 
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16 ディヴィッド・ロスマン 2000:『医療倫理の夜明け』, 酒井忠昭監訳, 晶文社. Strangers at the Bedside: 
A History of How Law and Bioethics Transformed Medical Decision Making. という原タイトルが、全体のス
トーリーを一言で表わしている。 
 
（京都大学大学院文学研究科研究員（ＣＯＥ）） 
 49
